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第
16
回

堀
川
の
流
れ
は
見
え
ず
（
承
前
）

■

西
本
願
寺
唐
門
、
竜
谷
大
学
大
宮
学
舎

次
に
め
ぐ
る
の
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
14
回
で
残
っ
た
西
本
願
寺
の
北
小

路
に
面
し
た
部
分
で
す
。
堀
川
通
に
面
し
た
北
小
路
門
が
開
い
て
い
れ
ば
、

そ
こ
か
ら
。
も
し
も
開
い
て
い
な
い
場
合
は
、
七
条
通
を
猪
熊
通
ま
で
西
に

入
っ
た
と
こ
ろ
に
門
が
あ
り
ま
す
の
で
そ
こ
か
ら
ゆ
け
ま
す
。

ま
ず
は
、
国
宝
西
本
願
寺
唐
門
。
安
土
桃
山
時
代
、
伏
見
城
の
遺
構
。
　ひ
わ
だ

桧
皮　

　ぶ葺　
き
、
　か
ら
は
ふ
う

唐
破
風　
の
　し
き
ゃ
く
も
ん

四
脚
門　
。
豪
奢
な
彫
刻
に
日
の
暮
れ
る
の
を
忘
れ
る
こ
と

か
ら
、「
　ひ
ぐ
ら
し

日
暮　
門
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
豪
奢
の
彫
刻
は
当
初
か
ら
の

も
の
で
は
な
く
、
寛
永
年
間
に
修
復
し
た
と
き
に
飾
り
を
つ
け
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
寛
永
年
間
に
造
営
さ
れ
た
日
光
の
東
照
宮
に
も
日
暮
門
（
陽
明

門
）
が
あ
る
の
で
、「
そ
の
向
こ
う
を
張
っ
た
の
で
は
」
と
考
え
る
の
は
下
衆

の
か
ん
ぐ
り
。
写
真
は
北
小
路
側
か
ら
撮
っ
た
も
の
。
境
内
に
入
る
に
は
、

北
小
路
通
に
面
し
た
さ
ら
に
西
側
、
台
所
門
か
ら
。
今
は
御
影
堂
の
修
復
工

事
中
な
の
で
、
堀
川
通
か
ら
は
回
れ
ま
せ
ん
。

唐
門
か
ら
西
へ
歩
い
た
と
こ
ろ
に
、
竜
谷
大
学
〔
龍
谷
大
学
〕
の
大
宮

キ
ャ
ン
パ
ス
（
七
条
通
大
宮
東
入
大
工
町
）
が
あ
り
ま
す
。
西
本
願
寺
の
学

寮
（
寛
永
十
六
年
〔
一
六
三
九
年
〕
創
立
。
の
ち
学
林
に
改
称
）
が
始
ま
り
。

本
館
、
北
黌
、
南
黌
、
正
門
、
お
よ
び
守
衛
所
が
、
建
設
当
初
（
明
治
十
二

年
〔
一
八
七
九
年
〕）
か
ら
の
建
物
で
重
要
文
化
財
。

仁
丹
町
名
看
板
の
所
在
（
七
条
堀
川
の
西
南
）

西
本
願
寺
は
、
幕
末
の
ど
ん
ど
ん
焼
に
も
類
焼
し
な
か
っ
た
の
で
、
貴
重

な
資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。
極
め
つ
け
は
、
竜
谷
大
学
大
宮
図
書
館
に
あ
る

国
宝
『
　
る
い
じ
ゅ
う
こ
し
ゅ
う

類
聚
古
集　
』。『
万
葉
集
』
を
短
歌
、
長
歌
に
分
け
て
、
万
葉
が
な
の

本
文
と
平
が
な
の
訓
を
併
記
し
た
も
の
で
、
平
安
末
期
、
藤
原
　あ
つ
た
か

敦
隆　
編
。
二

〇
〇
一
年
、
古
典
籍
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
、

収
集
品
（
大
谷
探
検
隊
の
収
集
品
が
有
名
）
や
蔵
書
の
保
存
や
デ
ィ
ジ
タ
ル

化
に
力
を
入
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
そ
の
成
果
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

個
人
的
に
は
、「
龍
谷
大
学
電
子
図
書
館
」
の
貴
重
書
画
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー

ス(http://w
w

w
.afc.ryukoku.ac.jp/kicho/top.htm

l)

が
目
の
保
養
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西
本
願
寺
唐
門

竜
谷
大
学
大
宮
学
舎
（
本
館
）

に
な
り
ま
す
。
宗
門
の
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
、
宗
教
や
文
学
に
関

す
る
も
の
ば
か
り
か
と
お
も
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
中
に
『
舎

蜜
開
宗
』
の
影
印
が
含
ま
れ
て
い
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
（
わ
た
し
の
本
業

は
有
機
化
学
な
の
で
）。

■

興

正

寺

西
本
願
寺
の
南
隣
は
、
興
正
寺
で
す
。
真
宗
興
正
派
本
山
。
蓮
如
上
人
に

帰
依
し
た
経
豪
（
の
ち
の
蓮
教
上
人
）
が
、
仏
光
寺
（
本
シ
リ
ー
ズ
第
10
回

参
照
）
か
ら
分
か
れ
て
、
山
科
に
「
興
正
寺
」
を
お
こ
し
ま
し
た
。
西
本
願

寺
と
と
も
に
大
坂
に
移
っ
た
の
ち
、
豊
臣
秀
吉
の
京
都
改
造
の
折
、
天
正
十

九
年
〔
一
五
九
一
年
〕
に
現
在
地
に
移
り
ま
し
た
。
こ
の
地
は
も
と
も
と
、

平
安
京
の
　
ひ
が
し
の
い
ち

東
市　
に
あ
た
り
、
市
姫
神
社
や
時
宗
市
屋
派
の
金
光
寺
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
（
本
シ
リ
ー
ズ
第
12
回
参
照
）。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
興
正
寺
は

西
本
願
寺
の
脇
門
跡
で
あ
っ
た
が
、
明
治
九
年
〔
一
八
七
六
年
〕
に
一
派
を

お
こ
し
独
立
。
現
在
の
建
物
は
、
明
治
四
五
年
〔
一
九
一
二
年
〕
に
再
建
し

た
も
の
。

七
条
堀
川
の
十
字
路
の
西
北
に
、
興
正
寺
宿
坊
興
正
会
館
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
宿
坊
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
公
式
所
在
地
は
「
醒
ヶ
井
通
七
条

上
ル
華
園
町
（
通
称
、
七
条
通
堀
川
上
ル
）」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

こ
の
あ
た
り
で
は
、
醒
ヶ
井
通
が
堀
川
通
を
代
用
し
て
い
た
こ
と
の
名
残
で

す
。
つ
ま
り
、
西
本
願
寺
や
興
正
寺
の
堀
（
こ
れ
が
堀
川
）
を
隔
て
た
門
前

の
通
り
は
、
堀
川
通
の
拡
幅
よ
り
以
前
は
、
堀
川
通
で
は
な
く
醒
ヶ
井
通
で

あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

さ
ら
に
、「
西
本
願
寺
・
興
正
寺
の
門
前
は
堀
川
通
で
は
な
く
醒
ヶ
井
通

で
あ
っ
た
こ
と
」
の
傍
証
は
、『
京
町
鑑
』
か
ら
も
得
ら
れ
ま
す
。『
京
町
鑑
』

で
は
、「
堀
川
通
」
を
「
東
堀
川
之
分
」
と
「
西
堀
川
之
分
」
と
に
わ
け
て

説
明
し
て
い
ま
す
。「
東
堀
川
之
分
」
の
末
尾
に
、「
此
町
南
の
辻
萬
壽
寺
通

に
て
行
當
。
扨
半
町
ほ
ど
東
醒
井
へ
出
る
也
」
と
あ
り
ま
す
。「
西
堀
川
之

分
」
の
末
尾
は
、「
此
南
本
圀
寺
入
り
口
也
。
則
行
當
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、『
京
町
鑑
』
の
「
　さ
め
が
ゐ

醒
井　
通
」
の
項
の
末
尾
は
、「
北
小
路
下
ル
西
側

は
興
正
寺
御
門
跡
。
東
側
端
之
坊
西
光
寺
性
應
寺
。
此
町
の
南
の
辻
は
七
条

通
也
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
端
の
坊
な
ど
（
拡
幅
し
た
と
き
に
存
続
し

て
い
た
か
ど
う
か
は
未
調
査
）
が
あ
っ
た
旧
醒
ヶ
井
通
と
旧
西
中
筋
通
の
間

を
取
り
払
い
、
拡
幅
し
た
通
り
を
、
現
在
は
、
堀
川
通
と
称
し
て
い
る
わ
け
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で
す
。
こ
の
拡
幅
は
、
太
平
洋
戦
争
の
と
き
に
南
北
の
防
火
帯
を
作
る
た
め

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
疎
開
さ
せ
ら
れ
た
住
民
は
た
ま
っ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

■

梅
ヶ
枝
の
手
水
鉢

京
都
に
は
伝
説
に
よ
る
旧
跡
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
源
氏
物
語
な
ど
の

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
に
そ
の
登
場
人
物
に
関
す
る
墓
や
碑
が
あ
っ
た
り
、
源

義
経
の
よ
う
な
歴
史
上
の
人
物
で
あ
っ
て
も
、
伝
説
化
し
た
た
め
に
も
っ
と

も
ら
し
い
架
空
の
旧
跡
が
残
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
虚
実
な
い
交
ぜ

に
し
た
こ
れ
ら
の
旧
跡
は
、
い
か
に
も
京
都
ら
し
く
て
お
も
し
ろ
い
。
本
シ

リ
ー
ズ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
伝
説
に
よ
る
旧
跡
」
も
積
極
的
に
と
り
あ
げ

て
い
ま
す
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
「
梅
ヶ
枝
の
手
水
鉢
」
も
そ
の
一
つ
。

七
条
堀
川
の
交
差
点
の
西
南
隅
の
歩
道
に
植
え
込
み
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

植
え
込
み
の
延
長
上
、
北
を
見
る
と
、
そ
こ
は
興
正
寺
の
門
前
は
堀
（
堀
川
）

で
す
。
つ
ま
り
植
え
込
み
の
下
は
、
堀
川
が
暗
渠
に
な
っ
た
水
路
で
す
。
植

え
込
み
の
南
の
延
長
上
、
下
魚
棚
通
と
交
差
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
斜
め
に
西

南
方
向
に
延
び
る
細
い
通
路
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
堀
川
の
も
と
の
水
路
で

す
。
あ
わ
れ
な
こ
と
に
堀
川
は
、
こ
こ
か
ら
は
る
か
南
ま
で
（
近
鉄
京
都
線

「
　か
み
と
ば
ぐ
ち

上
鳥
羽
口　
」
駅
付
近
ま
で
）
暗
渠
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
堀
川
の

旧
水
路
が
木
津
屋
橋
通
と
交
わ
る
、
五
叉
路
の
す
ぐ
手
前
の
植
え
込
み
の
中

に
、「
梅
ヶ
枝
の
手
水
鉢
」（
木
津
屋
橋
通
西
堀
川
東
入
鎌
屋
町
）。
写
真
の

あ
る
と
お
り
、
説
明
板
は
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
状
態
な
の
で
、
知
ら
な
け
れ

ば
通
り
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。

歌
舞
伎
『
ひ
ら
が
な
盛
衰
記
』
四
段
目
、「
　け
い
せ
い

傾
城　
　む
げ
ん
の
か
ね

無
間
鐘　
」。
梶
原
源
太
景

梅
ヶ
枝
の
手
水
鉢

季
は
、
三
百
両
の
か
た
に
鎧
兜
を
質
に
入
れ
て
い
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
一
の

谷
の
合
戦
に
出
陣
の
た
め
に
必
要
な
の
に
、
受
け
だ
す
金
が
な
い
。
景
季
の

妻
千
鳥
は
傾
城
梅
ヶ
枝
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
夫
の
た
め
な
ん
と
か
金
を
工

面
し
た
い
一
心
で
、
庭
の
手
水
鉢
を
　む
げ
ん
の
か
ね

無
間
鐘　
に
見
立
て
て
叩
き
ま
す
。
す
る

と
、
三
百
両
の
金
が
天
か
ら
降
っ
て
く
る
と
い
う
筋
。
無
間
鐘
と
は
叩
く
と

現
世
で
は
富
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
が
来
世
で
は
無
間
地
獄
に
落
ち
る
と
い

う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。『
源
平
盛
衰
記
』
を
も
じ
っ
た
物
語
で
す
が
、
正

直
な
と
こ
ろ
、
結
構
荒
唐
無
稽
な
筋
で
す
ね
。

仮
名
垣
魯
文
の
作
と
伝
わ
る
「
梅
ヶ
枝
節
」
は
、
こ
の
物
語
を
端
唄
に
し

た
も
の
。「
梅
ヶ
枝
の
手
水
鉢
、
叩
い
て
お
金
が
で
る
な
ら
ば
、
も
し
も
お

金
が
出
た
と
き
は
、
そ
の
時
ゃ
身
請
け
を
、
そ
う
れ
た
の
む
。」
こ
の
手
水
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　き
づ
や
ば
し
ど
お
り

木
津
屋
橋
通　

　ほ
り
か
わ

堀
川　

　に
し
い
る

西
入　

　か
わ
ば
た
ち
ょ
う

川
端
町　
2©

鉢
が
、
な
ぜ
か
、
こ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

西
堀
川
通
の
「
梅
ヶ
枝
の
手
水
鉢
」
の
向
か
い
に
町
名
看
板
「
木
津
屋
橋

通
堀
川
西
入
川
端
町
」
2©
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
看
板
は
本
来
な
ら
木
津
屋

橋
通
に
面
し
て
貼
っ
て
あ
る
は
ず
だ
が
、
い
ま
は
西
堀
川
通
に
面
し
て
貼
っ

て
あ
り
ま
す
。
町
名
看
板
2©
で
は
、
南
北
の
通
り
が
堀
川
通
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
西
堀
川
通
を
差
し
、
現
況
（
拡
張
後
）
の
堀
川
通
で

は
な
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

堀
川
が
暗
渠
に
な
っ
て
い
な
い
と
き
に
は
、
こ
の
付
近
に
木
津
屋
橋
が

架
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。『
京
町
鑑
』
で
は
、「
　き
ず
や
ち
ょ
う

生
酢
屋
町　
」
の
項
が
あ
り
、

「
東
組
西
組
二
町
に
分
る
也
。
右
堀
川
の
流
に
橋
有
。
月
見
橋
と
い
う
。
　
す
な
わ
ち
則　

生
酢
屋
橋
也
」
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
津
屋
橋
（
生
酢
屋
橋
）
に
月
見

橋
と
い
う
別
名
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

■

芹

根

水

西
堀
川
通
を
南
下
す
る
と
、
元
の
安
寧
小
学
校
の
裏
塀
沿
い
の
一
角
に
、

　せ
り
ね
の
み
ず

芹
根
水　
の
碑
（
木
津
屋
橋
通
堀
川
西
入
下
ル
東
側
、
西
堀
川
通
木
津
屋
橋
下

ル
東
側
）
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
は
、
書
家
松
下
　う
せ
き

烏
石　
が
宝
暦
年
間

〔
一
七
五
一
〜
一
七
六
四
〕
に
建
て
ま
し
た
。
昭
和
五
七
年
〔
一
九
八
二
年
〕

の
堀
川
暗
渠
工
事
の
際
に
掘
り
出
さ
れ
て
現
在
の
地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
芹

根
水
の
碑
の
傍
ら
に
は
、
　ぶ
ん
ぼ
う
し
し
ん

文
房
四
神　
之
碑
。
筆
（
南
）、
硯
（
東
）、
紙
（
西
）、

墨
（
北
）
を
四
方
の
神
に
見
た
て
た
も
の
で
、
こ
れ
も
松
下
烏
石
の
手
。

芹
根
水
の
碑

文
房
四
神
之
碑

『
都
名
所
図
会
』
巻
之
二
の
「
　せ
り
ね
の

芹
根　
水
」
の
項
に
は
、

　せ
り
ね
の

芹
根　
水
は
堀
川
通
木
津
屋
橋
の
南
に
あ
り
。
近
年
書
家
　う
せ
き

烏
石　

　か
つ
し
ん

葛
辰　
、
清
水
を
井
筒
に
入
て
、
傍
に
は
　せ
り
ね
の

芹
根　
水
の
銘
み
づ
か
ら

八
分
字
に
書
し
て
石
面
に
彫
刻
す
、
ま
た
公
卿
の
詩
歌
を
集
む
。

(
後
略)

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
中
、「
　は
っ
ぷ
ん

八
分　
」
と
は
、
　て
ん
し
ょ

篆
書　
と
　れ
い
し
ょ

隷
書　
の
中
間
の

書
体
で
す
。
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『
都
名
所
図
会
』
巻
之
二
月
見
橋
・
芹
根
水
の
図
。

（
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
「
平
安
京
都
名
所
図
会
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
よ

り
引
用
）

書
家
松
下
　う
せ
き

烏
石　
〔
一
六
九
九
〜
一
七
七
九
〕
に
つ
い
て
、『
平
安
人
物
志
』

明
和
五
年
〔
一
七
六
八
年
〕
版
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

葛

辰

　字
神
力
　
号
烏
石

下
魚
棚
堀
川
角

　

松
下
烏
石

素
行
は
芳
し
く
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
能
書
家
と
し
て
知
ら

れ
、
晩
年
は
西
本
願
寺
門
主
の
賓
客
と
し
て
書
道
の
師
匠
に
お
さ
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
上
の
引
用
の
（
後
略
）
の
部
分
に
は
、
集
め
た
詩
歌
の
序
文
が

長
文
で
載
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
「
芹
根
水
が
源
融
の
第
宅
の
用
水
で

あ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
、
少
し
調
べ
れ
ば
誤
り
で
あ
る
よ
う
な
こ
と
を

麗
々
し
く
書
い
て
い
ま
す
。
書
の
腕
は
と
も
か
く
、
烏
石
の
山
師
的
な
素
顔

が
う
か
が
え
ま
す
。

『
都
名
所
図
会
』
巻
之
二
に
は
、「
月
見
橋
・
芹
根
水
」
の
図
が
載
っ
て

い
ま
す
の
で
、
引
用
し
ま
す
。
川
の
流
れ
の
様
子
か
ら
見
て
、
右
手
が
上
流

で
、
そ
こ
に
月
見
橋
が
架
っ
て
い
ま
す
。
図
に
は
、「
　ほ
り
か
は

堀
川　
の
南
　き
ず
や
ば
し

生
酢
屋
橋　
よ

り
ひ
が
し
の
山
を
み
れ
ば
、
　し
な
の
ゝ
く
に

信
濃
国　
　さ
ら
し
な
こ
ほ
り

更
科
郡　

　
き
や
う
だ
い
や
ま

鏡
臺
山　
に
　に似　
た
り
と
て
、
　よ世　

の
人
　つ
き
み
ば
し

月
見
橋　
と
い
ひ
な
ら
わ
し
侍
る
。」
と
い
う
賛
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
月
見
橋
・
芹
根
水
の
図
」
で
わ
か
る
よ
う
に
、
水
量
が
豊
富
な
堀
川

は
、
今
日
の
暗
渠
の
風
景
と
比
べ
て
、
段
違
い
に
好
ま
し
い
景
観
で
す
。
暗

渠
に
し
た
効
果
が
あ
る
の
な
ら
と
も
か
く
、
堀
川
暗
渠
の
道
路
は
、
ま
れ
に

自
動
車
が
通
る
く
ら
い
。
昭
和
五
七
年
〔
一
九
八
二
年
〕
の
時
点
で
、
堀
川

を
暗
渠
に
し
た
意
図
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
も
は
や
、
自
動
車
中
心
の
道
路

行
政
は
考
え
直
す
と
き
が
き
た
よ
う
で
す
。
今
か
ら
で
も
よ
い
か
ら
、
七
条

通
か
ら
南
の
暗
渠
を
掘
り
直
し
て
、
堀
川
の
清
流
を
復
活
さ
せ
る
ほ
う
が
、

観
光
都
市
京
都
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
い
。
八
条
以
南
に
つ
い
て
も
、
近
鉄
の

高
架
化
に
よ
っ
て
流
路
上
の
線
路
が
無
く
な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
を
開



第 16回 堀川の流れは見えず（承前） 228

渠
と
し
て
整
備
す
れ
ば
、
西
本
願
寺
と
東
寺
を
結
ぶ
散
歩
道
と
し
て
住
民
の

憩
い
の
場
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
下
烏
石
が
住
ん
だ
「
下
魚
棚
堀
川
角
」（『
平
安
人
物
志
』）
か
ら
少
し

西
に
、
西
教
寺
（
下
魚
棚
通
堀
川
西
入
下
魚
棚
四
丁
目
）
が
あ
り
ま
す
。
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
。
京
都
市
に
よ
る
駒
札
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
が
あ
り

ま
す
。

　し
ほ
う
ざ
ん

指
方
山　
と
号
し
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
属
す
る
。（
中
略
）
恵

海
は
　め
い
れ
き

明
暦　
二
年
に
岡
山
の
光
清
寺
の
住
職
と
な
る
が
、
時
の
藩
主

池
田
候
よ
り
弾
圧
を
受
け
た
が
屈
せ
ず
、
か
え
っ
て
　か
ん
こ
し
ゅ
う

諌
鼓
集　
二
巻

を
著
し
て
反
省
を
求
め
た
た
め
一
時
投
獄
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を

知
っ
た
本
願
寺
十
四
世
　
じ
ゃ
く
に
ょ

寂
如　
上
人
の
申
し
入
れ
に
よ
り
寛
文
十
年

〔
一
六
七
〇
〕
に
帰
京
し
た
後
、
本
山
の
仏
堂
執
事
に
抜
擢
さ
れ
、

　え
ん
ぽ
う

延
宝　
二
年
〔
一
六
七
四
〕
西
六
条
に
一
寺
を
与
え
ら
れ
た
。

西
教
寺
は
そ
の
後
現
在
地
に
移
転
し
た
が
、
寺
宝
の
中
に
は
宗

祖
親
鸞
聖
人
の
尊
骨
、
真
影
を
始
め
、
本
山
か
ら
の
受
領
品
を
数

多
く
蔵
し
て
い
る
。

な
お
こ
の
地
は
明
治
維
新
の
功
臣
松
井
　
な
か
つ
か
さ

中
務　
（
本
願
寺
寺
臣
）

の
殉
難
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

松
井
中
務
は
、
文
久
三
年
〔
一
八
六
三
年
〕
八
月
十
二
日
に
自
宅
で
尊
攘

派
浪
士
に
襲
わ
れ
、
翌
日
、
そ
の
首
が
三
条
大
橋
に
晒
さ
れ
ま
し
た
。
通
説

で
は
、
襲
わ
れ
た
の
は
、
若
宮
通
花
屋
町
下
ル
の
自
宅
で
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
駒
札
の
説
は
面
白
い
の
で
、
根
拠
を
知
り
た
い
も
の
で
す
。

■

粟
島
堂
・
宗
徳
寺

芹
根
水
の
碑
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
南
一
筋
目
、
塩
小
路
通
を
西
へ
向
か
い

ま
す
と
、
南
側
に
町
名
看
板
「
塩
小
路
通
堀
川
西
入
志
水
町
」
3©
が
あ
り

ま
す
。　し

お
こ
う
じ
ど
お
り

塩
小
路
通　

　ほ
り
か
わ

堀
川　

　に
し
い
る

西
入　

　し
み
ず
ち
ょ
う

志
水
町　
3©

町
名
看
板
3©
の
斜
め
向
か
い
に
は
、
粟
島
堂
宗
徳
寺
（
岩
上
通
塩
小
路

上
ル
三
軒
替
地
町
）。
通
称
「
あ
わ
し
ま
さ
ん
」。
岩
上
通
を
南
下
し
た
場
合

に
は
、
山
門
前
に
「
粟
島
堂
」
の
石
標
（
灯
篭
）。
側
面
に
は
、
親
切
に
も

「
あ
ハ
志
ま
だ
う
」
と
、
振
り
が
な
が
彫
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
塩
小

路
通
か
ら
訪
ね
る
と
、
塀
の
上
に
「
人
形
供
養
」
の
大
看
板
。
そ
の
南
の
門

の
門
前
に
は
、「
婦
人
守
護

諸
病
平
癒

祈
願

粟
嶋
堂
」
い
う
門
標
が
あ
り
、
そ
の
側
面
に
は

「
男
女
腰
よ
り
下
一
切
諸
病
平
癒
」。
門
の
柱
に
は
「
粟
嶋
明
神
」
の
門
札
。

惹
き
文
句
は
「
女
性
一
生
の
守
護
神
」。

宗
徳
寺
の
由
緒
書
で
は
、「
応
永
年
間
〔
一
三
九
四
〜
一
四
二
七
〕
に
行

阿
上
人
が
開
き
、
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。
西
山
浄
土
宗
。
宝
徳
年
間
〔
一

四
四
九
〜
一
四
五
二
〕
に
、
南
慶
和
尚
が
紀
州
淡
島
に
て
虚
空
蔵
菩
薩
像
を

感
得
せ
ら
れ
て
上
洛
の
途
中
、
俄
か
に
こ
の
あ
た
り
で
重
く
な
っ
た
の
を
、

ご
神
意
と
し
て
、
鎮
守
粟
島
明
神
と
し
て
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
」
と
し
て
い

ま
す
。
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粟
島
堂
（
宗
徳
寺
）
山
門

粟
島
堂
本
堂

紀
州
の
淡
島
神
社
の
祭
神
は
、
医
薬
祖
神
と
い
わ
れ
る
　す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

少
彦
名
命　
。
医

薬
に
関
係
あ
る
こ
と
か
ら
、
婦
人
病
平
癒
に
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
粟
島
堂
の
粟
島
明
神
も
、
同
様
の
ご
利
益
を
う
た
っ
て

い
ま
す
。
人
形
供
養
も
お
こ
な
っ
て
お
り
、
奉
納
さ
れ
た
和
洋
の
人
形
が
並

べ
ら
れ
た
収
納
庫
が
あ
り
ま
す
。

『
都
名
所
図
会
』
で
は
、「
　
あ
わ
し
ま
の
や
し
ろ

粟
嶋
社　
」
と
し
て
説
明
し
て
あ
り
、「
堀
川
の

西
　き

ず

生
酢　
屋
橋
通
の
南
　そ
う
と
く

宗
徳　
寺
の
内
に
あ
り
、
　き
し
う

紀
州　
　あ
は
し
ま

粟
嶋　
の
　
く
わ
ん
じ
や
う

勧
請　
な
り
。
祭
は

三
月
三
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
益
の
も
と
は
鎮
守
の
粟
島
神
社
だ
っ

た
の
を
、
明
治
初
め
の
神
仏
分
離
令
の
と
き
に
、
宗
徳
寺
の
お
堂
の
一
つ
に

改
め
、
粟
島
堂
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

■

蕪
村
と
粟
島
堂

粟
島
堂
の
境
内
に
は
、
娘
の
病
気
平
癒
を
祈
っ
た
と
い
う
、
与
謝
蕪
村
の

句
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　あ
は粟　

　し
ま島　

へ

は

だ

し

　ま
ゐ参　

り

や

春

の

雨

蕪

村

与
謝
蕪
村
『
蕪
村
自
筆
俳
句
帳
』
七
二

尾
形
仂
編
著
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四

「
は
だ
し
参
り
」
と
は
、
ご
利
益
を
願
っ
て
、
は
だ
し
で
神
仏
に
参
拝
す

る
こ
と
で
す
。
お
百
度
参
り
を
す
る
こ
と
が
、
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の

句
で
、
は
だ
し
参
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
は
、
蕪
村
自
身
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
と
も
、
は
だ
し
参
り
を
し
て
い
る
女
性
を
詠
ん
だ
も
の
で
し
ょ
う
か
。

わ
た
し
が
粟
島
堂
を
訪
ね
た
日
は
、
春
雨
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
雨
の
日

で
し
た
。
山
門
を
撮
っ
た
写
真
で
わ
か
る
よ
う
に
は
、
参
道
の
石
畳
が
雨
に

ぬ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
蕪
村
に
和
し
て
、
駄
作
を
一
句
。

粟
島
に
無
事
を
つ
た
へ
て
冬
の
雨

艸
蟲
斎

蕪
村
は
結
婚
が
遅
く
、
歳
を
と
っ
て
か
ら
で
き
た
娘
を
大
変
に
か
わ
い

が
っ
て
い
て
、
門
人
な
ど
へ
の
手
紙
に
、
娘
の
病
気
の
こ
と
が
時
々
で
て
き

ま
す
。
　い
つ
そ

一
鼠　
（
大
坂
在
住
の
墨
師
）
宛
、
安
永
五
年
四
月
三
日
付
の
書
簡
で

は
、
自
分
の
病
気
の
こ
と
、
墨
を
贈
ら
れ
た
こ
と
の
礼
、
一
鼠
の
病
気
見
舞

を
述
べ
た
あ
と
、
娘
の
病
気
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

（
前
略
）
東
福
・
泉
涌
寺
之
開
帳
も
お
も
ひ
之
外
さ
び
（
し
）

く
、
流
行
之
風
邪
　は
し
か

麻
疹　
之
　
し
よ
う
が
い

障
碍　
と
被
存
候
。
手
前
む
す
め
儀
、
は

し
か
お
も
く
候
て
、
老
心
を
い
た
め
候
所
、
　し
あ
わ
せ

仕
合　
と
快
気
を
得
候
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蕪
村
句
碑
（
粟
嶋
へ
は
だ
し
ま
ゐ
り
や
春
の
雨
）

て
、
大
慶
仕
候
。（
後
略
）

与
謝
蕪
村
『
蕪
村
書
簡
集
』
岩
波
文
庫30-210-2

大
谷
篤
蔵
、
藤
田
真
一
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二

　か

ふ

霞
夫　
宛
、
安
永
五
年
四
月
十
五
日
付
の
書
簡
で
は
、
自
分
の
病
気
平
癒
を

述
べ
た
あ
と
、
娘
の
病
気
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

（
前
略
）
む
す
め
事
、
二
月
中
よ
り
左
右
之
　
か
い
な腕　
だ
る
く
い
た
み

候
て
、
今
に
し
か

ぐ
無
之
、
老
心
を
い
た
め
候
。
　ご
れ
ん
さ
つ

御
憐
察　
可
被

下
候
。
　
し
か
し併　

　き
づ
か
い

気
遣　
な
る
病
気
に
て
は
　こ
れ
な
き
よ
し

無
之
由　
医
師
被
申
候
ゆ
へ
、

安
心
い
た
し
候
。（
後
略
）

与
謝
蕪
村
『
蕪
村
書
簡
集
』
岩
波
文
庫30-210-2

大
谷
篤
蔵
、
藤
田
真
一
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二

こ
の
よ
う
な
手
紙
を
背
景
に
し
て
、「
粟
島
へ
」
の
句
を
読
み
直
す
と
、
一

層
理
解
が
深
ま
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

■

猪

熊

通

粟
島
堂
の
あ
る
岩
上
通
の
一
筋
西
、
南
北
の
通
り
は
、
　い
の
く
ま

猪
熊　
通
と
い
い
ま

す
。
上
述
の
竜
谷
大
学
大
宮
学
舎
か
ら
、
南
に
延
び
て
い
ま
す
。
こ
の
通
り

は
、
南
下
す
る
と
、
J
R
線
路
を
く
ぐ
る
ガ
ー
ド
が
あ
っ
て
、
八
条
通
の

ほ
う
へ
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
進
み
、
東
寺
道
に
で
て
、
こ
れ

を
西
に
曲
が
る
と
、
東
寺
の
門
前
に
出
ま
す
。

西
本
願
寺
か
ら
東
寺
ま
で
歩
く
の
は
、
大
宮
通
を
南
下
す
る
の
が
わ
か
り

や
す
い
の
で
す
が
、
こ
の
猪
熊
通
を
南
下
す
る
の
に
は
密
か
な
楽
し
み
が
あ

り
ま
す
。
猪
熊
通
を
八
条
通
か
ら
一
筋
さ
が
っ
た
通
り
の
西
へ
入
っ
た
と
こ

ろ
に
、
和
菓
子
屋
「
都
堂
」。
　
じ
ょ
う
よ
う

薯
蕷　
饅
頭
や
季
節
の
和
菓
子
。
さ
ら
に
猪
熊

通
と
東
寺
道
の
十
字
路
、
西
南
か
ど
に
「
東
寺
鳴
海
餅
」。「
み
な
月
」
が
有

名
。
東
寺
道
を
大
宮
通
ま
で
歩
く
と
、「
東
寺
餅
」。
こ
の
付
近
は
、
別
の
回

に
さ
ら
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
っ
と
、
町
名
看
板
も
わ
す
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
J
R
の
ガ
ー
ド
を

く
ぐ
る
前
に
一
枚
、「
猪
熊
通
塩
小
路
下
ル
西
入
上
夷
町
」
4©
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
住
宅
街
の
東
に
は
、
タ
キ
イ
種
苗
、
園
芸
フ
ァ
ン
な
ら
、
多
分
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
東
の
サ
カ
タ
と
並
ぶ
大
手
の
種
屋
で
す
。
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　い
の
く
ま
ど
お
り

猪
熊
通　

　し
お
こ
う
じ

塩
小
路　

　さ
が下　
ル

　に
し
い
る

西
入　

　か
み
え
び
す
ち
ょ
う

上
夷
町　
4©

■

尾
崎
放
哉
と
三
哲
竜
岸
寺

猪
熊
通
を
塩
小
路
通
（
三
哲
通
）
ま
で
戻
っ
て
、
西
に
進
む
と
、
黒
門
通

と
の
十
字
路
北
西
に
、
竜
岸
寺
〔
龍
岸
寺
〕（
塩
小
路
通
大
宮
東
入
八
条
坊

門
町
）
が
あ
り
ま
す
。
南
西
は
、
梅
逕
中
学
校
の
敷
地
で
す
。
こ
の
寺
の
開

祖
三
哲
が
三
哲
通
の
由
来
と
な
っ
た
こ
と
は
、
上
述
の
通
り
で
す
。
町
名
の

「
八
条
坊
門
町
」
は
、
今
の
塩
小
路
通
が
か
っ
て
「
八
条
坊
門
小
路
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
と
の
名
残
。

竜
岸
寺
と
い
え
ば
、
一
時
、
自
由
律
俳
句
の
　お
ざ
き

尾
崎　
　ほ
う
さ
い

放
哉　
〔
一
八
八
五
〜
一

九
二
六
〕
が
、
寺
男
と
し
て
住
み
込
ん
で
い
た
こ
と
が
、
句
集
『
　た
い
く
う

大
空　
』（
死

後
、
荻
原
井
泉
水
に
よ
り
編
集
）
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
井
泉
水
の
小
文
か
ら

わ
か
り
ま
す
。

放
哉
の
事

井
泉
水

（
前
略
）
彼
は
常
照
院
を
追
は
れ
て
、
須
磨
寺
に
行
き
、
須
磨

寺
を
出
さ
れ
て
（
之
は
酒
の
上
で
は
な
く
寺
内
の
葛
藤
の
ま
き
ぞ

へ
を
食
ふ
た
と
い
ふ
訳
）、
小
浜
の
常
高
寺
に
赴
き
、
小
浜
で
は

和
尚
の
借
金
の
弁
疏
係
を
し
て
ゐ
た
が
お
寺
其
物
が
経
済
的
に
破

綻
し
た
の
で
、
彼
も
居
た
ゝ
ま
れ
ず
に
京
都
に
戻
つ
て
来
た
。
私

の
京
都
の
寓
居
に
暫
く
ゴ
ロ

く
し
て
ゐ
た
の
は
其
頃
で
あ
る
。

彼
は
や
は
り
寺
の
下
男
が
い
ゝ
、
と
て
、
三
哲
の
龍
岸
寺
と
い
ふ

寺
へ
行
つ
た
が
、
そ
こ
の
和
尚
と
は
性
格
的
に
全
く
合
は
な
い
の

で
、
又
飛
出
し
て
来
た
。
さ
う
し
た
流
転
生
活
の
初
ま
り
は
、
四

条
で
酒
を
飲
ん
だ
事
（
私
が
、
ま
あ
今
夜
は
よ
か
ら
う
と
飲
ま
し

た
と
い
つ
て
い
ゝ
か
も
し
れ
な
い
）
に
因
を
発
す
る
と
す
る
と
、

私
も
大
に
責
任
を
感
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
訳
で
あ
る
。（
後
略
）

尾
崎
放
哉
『
俳
句
集
　
大
空
』
荻
原
井
泉
水
輯
、
春
秋
社
、
一
九
二
六

http://w
w

w
.j-texts.com

/taisho/ozora.htm
l

こ
の
句
集
に
は
、
放
哉
か
ら
井
泉
水
へ
宛
て
た
葉
書
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
文
面
か
ら
は
、
き
つ
い
肉
体
労
働
に
音
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
多
分
、
持
病
も
進
行
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

六
　
　
〔
八
月
一
日
、
京
都
三
哲
、
竜
岸
寺
よ
り
〕

（
葉
書
）

○
淋
シ
イ
処
デ
モ
ヨ
イ
カ
ラ
、
番
人
ガ
シ
タ
イ
。

○
近
所
ノ
子
供
ニ
読
書
ヤ
英
語
デ
モ
教
へ
テ
、
タ
バ
コ
代
位
モ
ラ

ヒ
タ
イ
。

〇
小
サ
イ
庵
デ
ヨ
イ
。

○
ソ
レ
カ
ラ
、
ス
グ
、
ソ
バ
ニ
海
ガ
ア
ル
ト
、
尤
ヨ
イ

済
ミ
マ
セ
ン
ガ
、
タ
ノ
ミ
マ
ス
、
今
、
十
二
時
ヲ
打
ツ
タ
処
、
朝

五
時
カ
ラ
、
身
体
ノ
ウ
ゴ
キ
通
シ
テ
、
手
足
ガ
痛
ミ
マ
ス
、
ヤ
リ

キ
レ
申
サ
ズ
候
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第
二
信
　
　
コ
レ
カ
ラ
寝
マ
ス
。

尾
崎
放
哉
『
俳
句
集
　
大
空
』
荻
原
井
泉
水
輯
、
春
秋
社
、
一
九
二
六

http://w
w

w
.j-texts.com

/taisho/ozora.htm
l

同
じ
句
集
か
ら
、
放
哉
の
俳
句
を
引
用
し
ま
し
ょ
う
。
鉛
筆
を
け
ず
る
の

は
、
作
句
の
準
備
で
し
ょ
う
か
。

心

を

ま

と

め

る

鉛

筆

と

が

ら

す

放

哉

色
鉛
筆
の
青
い
色
を
ひ
つ
そ
り
け
づ
つ
て
居
る

放

哉

塩
小
路
通
と
黒
門
町
通
の
十
字
路
か
ら
北
上
し
た
と
こ
ろ
に
、
町
名
看
板

「
黒
門
通
木
津
屋
橋
下
ル
下
糀
屋
町
」
5©
が
あ
り
ま
す
。

　く
ろ
も
ん
ど
お
り

黒
門
通　

　き
ず
や
ば
し

木
津
屋
橋　

　さ
が下　
ル

　し
も
こ
う
じ
や
ち
ょ
う

下
糀
屋
町　
5©

今
回
の
締
め
く
く
り
は
、
和
菓
子
屋
「
七
福
堂
老
舗
」（
大
宮
通
七
条
下

ル
上
之
町
）。
大
宮
通
木
津
屋
橋
通
の
交
差
点
か
ら
北
へ
す
こ
し
あ
が
っ
た

と
こ
ろ
。
名
物
の
史
跡
菓
子
「
梅
が
枝
餅
」
は
、「
梅
ヶ
枝
の
手
水
鉢
」
に

ち
な
む
菓
子
。
小
梅
が
丸
々
一
個
餡
の
中
に
入
っ
て
い
ま
す
。

大
宮
通
と
木
津
屋
橋
通
の
交
差
点
の
南
西
の
方
向
は
、
広
大
な
梅
小
路
公

園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
大
宮
通
は
、
こ
こ
か
ら
J
R
の
線
路
を
跨
ぐ
陸
橋

梅
が
枝
餅
（
七
福
堂
）

の
登
り
坂
に
な
り
ま
す
。
南
の
先
に
は
東
寺
五
重
塔
の
先
端
が
見
え
ま
す
。
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
年
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次
の

十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・
情

報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。
そ
の

か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の
町
名
看

板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化
学
研
究
所

(h
ttp

:/
/
x
y
m

tex
.co

m
)

を
主
宰
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」（
第
16
回
）2008/09/30

2009/01/11

公
開
用

c©
2007,

2008,
2009

藤
田
眞
作http://xym

tex.com




